
▲伊藤幾久造 作『襖絵（秋）』

　（かすみがうら市歴史博物館所蔵）
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可決承認されました。
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令和４年第１回臨時会議案等議決結果一覧
　令和４年第１回臨時会が、８月９日に開会されました。今臨時会では、組合議会議員の補欠選挙や
教育長の任命など、議案３件、承認１件、選挙３件、を慎重審議し、いずれの議案も可決となりました。

令和4年第1回臨時会提出議案

※賛成は○、反対は◆、不在は／、除斥は除で記載
※岡﨑議員は議長職のため、特別多数決以外の議案については本議会での表決（賛成・反対の意思表示）権はないため－で記載
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議決結果

39 令和４年度かすみがうら市一般会計補正
予算（第６号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ － ○ ○ ○ ○ ／ ○ 原案可決

（全会一致）

40 下稲吉中学校屋内運動場新築工事建築工
事請負契約の締結について ○ ○ ○ ○ ○ 除 ◆ ○ ／ － ○ ○ ◆ ○ ／ ◆ 原案可決

（賛成多数）

41 かすみがうら市教育委員会教育長の任命
について（井坂 庄衛 氏を任命） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ － ／ ○ ○ ○ ／ ○ 同　　意

（全会一致）

６ 専決処分事項の承認を求めることについ
て〈化学消防ポンプ自動車の取得〉 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ － ○ ○ ○ ○ ／ ○ 原案可決

（全会一致）

氏　名　　　

　　　件　名

【承　認】

１ 湖北環境衛生組合議会議員の補欠
選挙について 当選　（吉村　慎治）

２ 霞台厚生施設組合議会議員の補欠
選挙について 当選　（鈴木　貞行）

３ 石岡地方斎場組合議会議員の補欠
選挙について 当選　（金子　遥）

【選挙】

▲市議会ホームページ
　QRコード

発
信
中
！

かすみがうら市議会ホームページでは
開かれた議会を目指し

さまざまな情報を発信しています
本会議の生中継や録画放映、会議録など、
市議会の情報を多数発信しております。
スマートフォンにも対応しております。
ぜひご覧ください。
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令和４年第３回定例会議案等議決結果一覧
　令和４年第３回定例会が、８月30日から９月21日までの23日間で開催されました。今定例会では、
令和３年度一般会計決算の認定など、議案17件、請願１件、委員会発議１件を慎重審議し、いずれの
議案も可決となりました。

令和４年第３回定例会提出議案

※賛成は○、反対は◆、不在は／、除斥は除で記載
※岡﨑議員は議長職のため、特別多数決以外の議案については本議会での表決（賛成・反対の意思表示）権はないため－で記載
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議決結果

42
かすみがうら市情報通信技術を活用した
行政の推進に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
（全会一致）

43
かすみがうら市職員の育児休業等に関す
る条例の一部を改正する条例の制定につ
いて

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
（全会一致）

44 令和４年度かすみがうら市一般会計補正
予算（第７号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

（全会一致）

45 令和４年度かすみがうら市介護保険特別
会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

（全会一致）

46 令和３年度かすみがうら市一般会計歳入
歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ◆ ○ ○ ○ 認　　定

（賛成多数）

47 令和３年度かすみがうら市国民健康保険
特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ◆ ○ ○ ○ 認　　定

（賛成多数）

48 令和３年度かすみがうら市後期高齢者医
療特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ◆ ○ ○ ○ 認　　定

（賛成多数）

49 令和３年度かすみがうら市介護保険特別
会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　　定

（全会一致）

50 令和３年度かすみがうら市水道事業会計
決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　　定

（全会一致）

51 令和３年度かすみがうら市下水道事業会
計決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　　定

（全会一致）

52 旧下大津小学校解体工事変更請負契約の
締結について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

（全会一致）

53 市道路線の変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
（全会一致）

54 令和４年度かすみがうら市一般会計補正
予算（第８号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

（全会一致）

55 令和４年度かすみがうら市水道事業会計
補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

（全会一致）

56 令和４年度かすみがうら市下水道事業会
計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

（全会一致）

57 かすみがうら市教育委員会委員の任命に
ついて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同　　意

（全会一致）

58 かすみがうら市監査委員の選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同　　意
（全会一致）

３
教職員定数改善と義務教育費国庫負担制
度堅持のための政府予算に係る意見書採
択を求める請願

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採　　択
（全会一致）

氏　名　　　

　　　件　名

４ 教職員定数改善及び義務教育費国庫負担
制度堅持に係る意見書（案） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

（全会一致）

【委員会発議】

【請　願】
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令和４年第３回定例会
議案審査特別委員会における主な議案質疑

議案第42号　かすみがうら市情報通信技術を活用した行政の推進
　に関する条例の一部を改正する条例の制定

議案第44号
　令和４年度かすみがうら市一般会計補正予算（第７号）

467万5000円を計上する電子図書館サービスとは

【議案の概要】
　市民が手数料以外の市の歳入（使用料等）をキャシュレス決済によって納付できる
環境を整備するものです。

【議案の概要】
　歳入歳出予算の総額に、それぞれ5275万5000円を追加し、歳入歳出予算の総額を、
それぞれ200億5884万1000円とするものです。

電子図書館とは、あじさい館の図書館や千代田公民館の分館に行か
なくても、インターネットを通じて個人所有のパソコンやタブレッ
ト、スマートフォン等から電子書籍を無料で借りて読むことができ
るサービスです。全ての紙の図書が電子図書へ移行するのではなく、
図書環境の選択肢を増やすことを目的として、新型コロナウイルス
感染症対応地方創生臨時交付金を活用し、電子図書館の導入を進め
るものです。電子書籍は1,000タイトルを導入し、令和５年１月から
の利用開始を予定しております。

議案審査特別委員会は、議長を除く15名の議員で構成。

地場産品販路拡大ＤＸ推進支援等業務委託とは

災害対策に要する経費200万円とは

本整備によって具体的にどのようなことが可能になるのか

コロナ禍において、市内事業者の従前の流通販売網以外にオンラ
インでのダイレクト販売など、ＤＸの視点を取り入れた新たな販
路の拡大を支援するため、市内事業者の活用実態状況を調査し、
現状の分析と想定される課題等を洗い出して支援するための業務
委託です。

令和３年度から茨城県が着手しました牛渡・柳梅地
内の茨城県単急傾斜地崩壊対策事業の令和４年度分
詳細設計費用に対する市町村負担金となります。本
件につきましては、令和３年度から現地調査、地質
調査に入っておりまして、今年度は予備設計、詳細
設計を行い、来年度の埋蔵文化財調査の後、工事に
着手するものです。

現在構築しております、いばらき電子申請サービスを使った行政手続のオンライン化に
伴いまして、その中で、例えば住民票等を取り寄せる場合に、住民票の交付手数料プラ
ス郵送料などを合算して、オンラインのキャッシュレス決済で支払いが出来るようにな
ります。現在、いばらき電子申請ではクレジットカード、ＰａｙＰａｙ、ＬｉｎｅＰａ
ｙの３種類の決済サービスに対応しております。

▲牛渡地区の急傾斜地

（９月６日開催）

議案審査特別委員会議案質疑
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県支出金
14億1157万9千円
6.5%(4.6%)

地方譲与税
2億3594万8千円
1.1%(1.7 %)

市税
56億9313万5千円
26.2%(1.8%)

歳入 歳出
繰越金
7億2188万4千円
3.3%(28.0%)

自主財源
74億7626万3千円

依存財源
142億6559万8千円

繰入金
2億7233万5千円
1.2%(-65.2%)

その他
7億8890万8千円
3.7%(11.8%)

地方交付税交付金など
56億6293万9千円
26.0%(-9.0%)

市債
27億2260万4千円
12.5%(53.0%)

国庫支出金
42億3252万9千円
19.5%(-42.5%)

総務費
22億732万9千円
10.8%(-64.6%)

民生費
72億2466万3千円
35.3%(19.7%)

衛生費
18億7167万6千円
9.1%(-29.0%) 教育費

30億453万2千円
14.7%(21.8%)公債費

20億1841万8千円
9.9%(-1.3%)

土木費
15億6688万4千円
7.7%(17.0%)

商工費
8億2832万7千円
4.0%(-26.8%)

消防費
7億8789万2千円
3.9%(-29.3%)

農林水産業費
7億6668万8千円
3.7%(10.7%)

その他
1億8827万4千円
0.9%(15.2%)

【グラフの表示】
 ・区分
 ・決算額
 ・構成比（前年度比）

決算審査特別委員会
決算審査特別委員会は議長、議会選出監査委員を除く14名の議員で構成。
 （９月12日、13日、14日、15日開催）

【歳入総額】217億4186万1千円（-11.6％）【歳出総額】204億6468万3千円（-14.3％）

特別会計決算の内訳（カッコ内は前年度比）

【歳入総額】88億5897万円（4.9%）
歳　入 歳　出

国民健康保険特別会計 42億7719万2千円（  5.1%） 41億5983万9千円（  3.8%）
後期高齢者医療特別会計 9億2560万円（  3.9%） 9億849万2千円（  2.8%）
介護保険特別会計 36億5617万8千円（  4.9%） 35億5864万1千円（  3.1%）

公営企業会計決算の内訳（カッコ内は前年度比）

収　入 支　出
水道事業会計収益的収支 9億7528万9千円（ -1.4%） 9億1038万9千円（ -0.8%）
水道事業会計資本的収支 2億155万円（220.0%） 6億2669万円（  70.9%）

下水道事業会計収益的収支 13億9769万7千円（ -2.3%） 13億4290万6千円（ -2.3%）
下水道事業会計資本的収支 5億3791万5千円（  16.4%） 8億3683万2千円（  8.7%）
※収益的収支、資本的収支共に税抜き表示となっております。
※資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額は過年度分損益勘定留保資金で補填しました。

○委員会付託案件の審査
各決算議案の審査は決算審査特別委員会に付託し、一般会計、特別会計、公営企業会計
のそれぞれの決算の認定を審査いたしました。

一般会計決算の内訳（カッコ内は前年度比）

【歳出総額】86億2697万2千円（3.4%）

決算審査特別委員会議案質疑
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決算審査特別委員会議案質疑

○審査内容（主な質疑を抜粋）

前年度と比べ令和３年度は働く女性の家管理費が
2500万円超増加した理由は

自主防災組織結成に向けた取り組みは

働く女性の家のトレーニング室を多目的室へ改
修した影響です。主な改修内容は、エアコンの
新設や照明器具のLED化、床は鋼製床下地に
よるフローリング仕上げとし、バドミントンの
コートラインを引きました。卓球台等も設置さ
れ、軽運動室としても利用されております。

令和３年度はコロナ禍で説明会が開けない中、防災訓
練の場を使って自主防災組織結成を呼びかけました。
今後は消防団や防災士との連携も視野に入れ、市民全
体の防災に対する意識を高めていきたいと考えており
ます。また、そのような観点から、防災教育について
も令和４年度は検討していきたいと考えております。

住民税の非課税世帯への臨時特別給付金事業で
３億3400万円超の増加に加えて、子育て世帯の
生活支援特別給付金や子育て世帯への臨時給付
金として５億8700万円の増加、さらに、千代田
中地区放課後児童クラブの施設整備分として
２億1800万円増加した影響が考えられます。

婚活サポートセンターの受付時間が毎週から隔週になるのは

前年度と比べ令和３年度は農林水産業費が7394万9000円増加した理由は

前年度と比べ令和３年度は衛生費が７億6500万円超減少した理由は

前年度と比べ令和３年度は総務費が40億円超減少した理由は

前年度と比べ令和３年度は民生費が18億円超増加した理由は

護岸工事のための費用3200万円と産地生産基盤パワーアップ補助金のために2800万
円を増加したことが主な理由です。

前年度、霞台厚生施設建設のために支出した負担金、13億円の影響が考えられます。
令和３年度から当市のごみも当該施設で処理されております。

新型コロナウイルス感染症緊急経済対策のための特別定額給付金事業が終了し
たことによるもので、この影響は41億4500万円になります。

令和４年10月１日から予定している電子申請システムの導入に伴い、婚活サポート
センターへの登録申請が自宅のパソコンやスマートフォンから24時間いつでも可能
となるため、窓口での受付時間を短縮するものです。

▲働く女性の家 トレーニング室

▲千代田中地区 放課後児童クラブ施設
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委　員　会　活　動

○
閉
会
中
に
行
わ
れ
た
委
員
会

○
閉
会
中
に
行
わ
れ
た
委
員
会

○
委
員
会
付
託
案
件
等
の
審
査

○
委
員
会
付
託
案
件
等
の
審
査

総

務

委

員

会

文
教
厚
生
委
員
会

産
業
建
設
委
員
会

令
和
４
年
８
月
17
日
開
催
の
調
査
内
容

令
和
４
年
８
月
23
日
開
催
の
調
査
内
容

令
和
４
年
９
月
５
日
開
催
の
調
査
内
容

令
和
４
年
９
月
５
日
開
催
の
調
査
内
容

●
か
す
み
が
う
ら
市
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計

画
の
策
定
に
つ
い
て

●
か
す
み
が
う
ら
市
過
疎
地
域
に
お
け
る
固
定

資
産
税
の
課
税
免
除
に
関
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

●
議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

●
小
中
義
務
教
育
学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
指
定

停
留
所
以
外
で
の
降
車
事
案
に
つ
い
て

●
小
中
義
務
教
育
学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
指
定

停
留
所
以
外
で
の
降
車
事
案
に
つ
い
て

●
請
願
第
３
号 

教
職
員
定
数
改
善
と
義
務
教
育

費
国
庫
負
担
制
度
堅
持
の
た
め
の
政
府
予
算
に

係
る
意
見
書
採
択
を
求
め
る
請
願
に
つ
い
て

●
か
す
み
が
う
ら
市
民
生
委
員
推
薦
会
委
員
推

薦
に
つ
い
て

●
議
案
第
53
号
市
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

▲説明を受ける委員
　【千代田庁舎委員会室】

▲市道変更箇所の現地調査
　【大和田地内】

▲説明を受ける委員
　【千代田庁舎委員会室】

▲説明を受ける委員
　【千代田庁舎委員会室】
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一  般  質  問

　
東
海
第
２
原
発
は
、
30
キ
ロ
圏
内
に
94
万
人
、
１
５
０
キ
ロ
圏
内
首
都

圏
で
は
４
千
万
人
が
生
活
し
て
お
り
ま
す
が
、
再
稼
働
に
つ
い
て
新
市
長
の

見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
市
長　
私
は
、
２
つ
の
理
由
で
反
対
の
意
思
を
表
明
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
１
つ
は
、
令
和
３
年
３
月
18
日
に
水
戸
地
裁
に
お
い
て
判
決
が
下
さ

れ
ま
し
た
、
運
転
差
止
め
訴
訟
の
原
告
勝
訴
と
な
っ
た
理
由
で
あ
り
ま
す
、

実
効
性
の
あ
る
広
域
避
難
計
画
な
ど
防
災
体
制
の
不
備
で
す
。
２
つ
は
、
東

海
第
２
原
発
運
転
開
始
当
時
に
設
定
さ
れ
ま
し
た
運
転
期
間
40
年
は
既
に
終

わ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
放
射
線
に
よ
る
設
備
機
器
の
劣
化
の
影
響

は
、
検
査
で
き
な
い
箇
所
に
も
及
ん
で
い
る
と
想
定
さ
れ
る
と
と
も
に
、
今

後
、
加
速
度
的
に
劣
化
が
進
む
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
地
震
や
竜
巻
な

ど
の
発
生
の
際
に
重
大
事
故
を
起
こ
さ
な
い
と
も
限
り
ま
せ
ん
。

　
義
務
教
育
の
無
償
を
規
定
し
た
憲
法
26
条
に
照
ら
し
学
校
給
食
も
無

償
化
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
教
育
部
長　
学
校
給
食
の
無
償
化
を
進
め
る
と
す
る
な
ら
ば
、
市
が
単

独
で
財
政
負
担
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
大
き
な
財
政
負
担
が
継
続

的
に
必
要
で
あ
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
安
定
的
な
財

源
確
保
と
い
う
面
で
難
し
い
状
況
に
変
わ
り
は

あ
り
ま
せ
ん
。

ＱＱ ＡＡ

佐藤　文雄 議員

櫻井　健一 議員
　
国
が
示
し
た
自
治
体
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
の
重
点
的
取
組
み
に
対
す
る
本
市

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

　
市
長
公
室
長　
「
自
治
体
の
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
・
共
通
化
」
の

本
市
に
お
け
る
具
体
的
な
進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
、
令
和
７
年
度
末
ま
で
の

移
行
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
共
通
仕
様
の
情
報
シ
ス
テ
ム
を
全

国
共
同
で
利
用
す
る
こ
と
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
お
り
、
標
準
化
さ
れ
る
仕

様
と
、
本
市
の
現
在
の
仕
様
と
の
機
能
差
異
を
分
析
し
、
今
後
の
対
応
に
つ

い
て
シ
ス
テ
ム
事
業
者
と
調
整
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
常
識
で
あ
っ
た
「
書
面
主
義
」・「
押
印
原
則
」・

「
対
面
主
義
」
か
ら
効
率
化
に
向
け
て
、
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
が

進
め
ら
れ
て
い
る
が
令
和
４
年
10
月
１
日
か
ら
運
用
さ
れ
る
オ
ン
ラ
イ
ン

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

　
市
長
公
室
長　
こ
れ
ま
で
は
原
則
と
し
て
市
役
所
の
窓
口
に
来
な
け
れ

ば
行
え
な
か
っ
た
、
補
助
金
の
交
付
申
請
や
証
明
書
の
交
付
申
請
、
施
設
の

利
用
申
請
等
を
、
茨
城
県
及
び
県
内
全
市
町
村
が
共
同
運
営
し
て
い
る
「
い

ば
ら
き
電
子
申
請
・
届
出
サ
ー
ビ
ス
」
又
は
、
公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
を

利
用
す
る
こ
と
で
、
自
宅
に
居
な
が
ら
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
オ
ン
ラ

イ
ン
で
行
え
る
手
続
に
つ
い
て
は
、
市
民
需
要
等
を
考
慮
し
て
今
後
増
や
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
自
動
運
転
の
バ
ス
な
ど
が
試
験
的
に
運
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
市
も
あ

り
ま
す
が
、本
市
で
も
採
用
す
る
よ
う
な
考
え
が
あ
る
の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

　
市
長　
自
動
運
転
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
先
進
自
治
体
で
ど
ん
ど

ん
活
用
が
始
ま
っ
て
お
り
ま
し
て
、
か
す
み
が
う

ら
市
に
お
い
て
も
、
ま
だ
具
体
的
な
取
り
組
み
の

計
画
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
例
え
ば
、
モ

デ
ル
地
区
を
設
定
し
て
試
験
的
に
導
入
し
て
み
る

と
か
、
そ
う
い
っ
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
積
極

的
に
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ＱＱＱＡ ＡＡ

市
民
生
活
の
利
便
性
向
上
に
向
け
た
本
市
の
自
治
体
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ

ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

１

東
海
第
２
原
発
再
稼
働
に
つ
い
て

市
長
選
及
び
市
議
補
選
に
お
け
る
投
票
方
法
に
つ
い
て

「
義
務
教
育
は
無
償
」
に
関
わ
っ
て
保
護
者
負
担
の
解
消
に
つ
い
て

１２ 質　
問　
通　
告　
事　
項

質　
問　
通　
告　
事　
項

３

東
海
第
２
原
子
力
発
電
所
の
再
稼
働
に
つ

い
て
、
新
市
長
の
見
解
を
伺
う

本
市
の
Ｄ
Ｘ(

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
）
推
進
計
画
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う

実
効
性
の
あ
る
広
域
避
難
計
画
な
ど
防
災
体
制
の
不
備

が
あ
り
、
反
対
の
意
思
を
表
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

令
和
７
年
度
末
ま
で
の
自
治
体
共
通
シ
ス
テ
ム

へ
の
移
行
に
向
け
、
調
整
を
行
っ
て
お
り
ま
す

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ
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物
価
高
が
加
速
し
て
い
る
た
め
、
今
回
は
物
価
高
対
策
の
一
例
と
し
て

燃
料
購
入
券
を
提
案
い
た
し
ま
し
た
が
、
私
と
し
ま
し
て
は
、
と
に
か
く
物

価
高
対
策
を
し
て
い
た
だ
き
た
く
、
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
利
用
し
た
物

価
高
対
策
に
つ
い
て
、
市
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　
市
長　
本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
て

感
染
症
対
策
を
は
じ
め
、
３
度
に
わ
た
る
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
発
行
や
子

育
て
世
帯
へ
の
給
付
金
支
給
な
ど
、
市
民
生
活
及
び
事
業
者
支
援
策
を
実
施

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
回
、
提
案
頂
き
ま
し
た
燃
料
購
入
券
に
つ
き
ま
し

て
は
、
ま
さ
に
原
油
価
格
高
騰
に
対
応
し
た
趣
旨
に
沿
っ
た
ご
提
案
と
理
解

し
て
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
実
施
し
た
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の

経
験
か
ら
、
チ
ケ
ッ
ト
の
印
刷
費
や
販
売
、
換
金
の
委
託
費
の
ほ
か
、
各
小

売
店
の
協
力
が
必
要
と
な
り
、
経
費
と
時
間
が
か
さ
む
と
い
っ
た
懸
念
も
多

い
こ
と
か
ら
、
反
省
点
を
踏
ま
え
ま
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
物
価
高
騰
に
対
す
る

対
策
と
し
ま
し
て
、事
業
者
も
含
め
幅
広
く
対
象
者
を
位
置
づ
け
る
こ
と
で
、

さ
ら
な
る
効
果
が
見
込
め
る
も
の
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

令
和
４
年
度
の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
活
用
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
あ

ら
た
め
て
多
く
の
市
民
の
方
々
の
生
活
費
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
原
油
価

格
・
物
価
高
騰
対
応
分
の
臨
時
交
付
金
を
活
用

し
ま
し
て
、
上
下
水
道
料
金
の
基
本
料
金
３
か
月

分
を
免
除
す
る
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

ＱＡ

中根　光男 議員

吉村　慎治 議員
　
下
稲
吉
中
地
区
に
は
公
民
館
の
組
織
は
あ
り
ま
す
が
、
施
設
が
在
り
ま
せ

ん
。
公
民
館
と
は
本
来
、
教
育
・
学
術
お
よ
び
文
化
に
関
す
る
各
種
の
事
業
を

行
い
、
地
区
住
民
の
教
養
の
向
上
、
健
康
の
増
進
、
情
操
の
純
化
を
図
り
、
生

活
文
化
の
振
興
、
社
会
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
基
礎
自
治
体

が
整
備
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
社
会
教
育
法
第
20
条
に
示
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
国
民
の
権
利
の
一
つ
で
あ
る
「
教
育
を
受
け
る
権
利
」
に
応
え
る
重
要
な

施
設
で
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、
現
在
、
下
稲
吉
中
地
区
に
公
民
館
の
施
設
が
整

備
さ
れ
て
い
な
い
状
況
を
ど
の
様
に
考
え
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　
教
育
部
長　
下
稲
吉
中
地
区
公
民
館
に
つ
い
て
は
、
現
在
「
わ
か
ぐ
り

運
動
公
園
体
育
館
」
を
暫
定
的
に
施
設
に
位
置
付
け
て
い
ま
す
が
、
公
民
館

活
動
拡
充
の
た
め
に
は
、
活
動
拠
点
が
必
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
関
係
部

署
と
情
報
共
有
及
び
連
携
し
た
対
応
を
考
え
て
お
り
、
地
域
の
実
情
や
意
向

を
十
分
に
確
認
し
て
、
最
適
な
公
民
館
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
が
で
き
る
よ
う

支
援
を
し
て
参
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
７
月
10
日
に
執
行
さ
れ
た
市
長
選
挙
と
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
に
お
い

て
、
市
長
選
の
投
票
用
紙
と
市
議
補
選
の
投
票
用
紙
を
同
時
に
有
権
者
に
渡

し
、
同
時
に
記
入
、
同
時
に
投
函
と
い
う
、
間
違
い
の
起
き
や
す
い
投
票
の

方
法
を
採
用
し
た
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。ま
た
、市
長
選
で
も
市
議
選
で
も
、

仮
に
当
落
票
差
が
僅
差
で
あ
っ
た
ら
、こ
の
投
票
方
法
は
大
き
な
問
題
に
な
っ

て
い
た
と
考
え
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
認
識
は
な
か
っ
た
の
か
伺
い
ま
す
。

　
総
務
部
長　
ご
質
問
の
よ
う
に
、
有
権
者
に
と
っ
て
は
、
一
部
分
か
り

に
く
く
間
違
い
や
す
い
部
分
が
あ
っ
た
と
受
け
止
め
て
お
り
ま
す
。
今
後
も

同
様
の
選
挙
が
あ
る
こ
と
を
想
定
し
、
投
票
方
法
に
限
ら
ず
、
投
票
所
の
配

置
や
備
品
等
の
設
備
の
状
況
も
踏
ま
え
て
、
公

正
な
選
挙
の
実
現
、
並
び
に
円
滑
な
選
挙
執
行

に
向
け
て
、
有
権
者
の
方
が
安
心
し
て
投
票
い

た
だ
け
る
よ
う
、
必
要
な
事
務
の
改
善
や
見
直

し
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ
下
稲
吉
中
地
区
公
民
館
に
つ
い
て

観
光
帆
引
き
船
の
操
業
状
況
に
つ
い
て

市
長
選
挙
と
市
議
補
選
の
投
票
の
仕
方
に
つ
い
て

１

物
価
高
対
策
と
し
て
、
燃
料
購
入
券
を
全
世
帯
に
配
布
す
る
支

援
策
に
つ
い
て

男
性
ト
イ
レ
に
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
（
汚
物
入
れ
）
の
設
置

に
つ
い
て

障
が
い
者
の
た
め
の
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
と
配
布
に
つ
い
て

１

２

２

新型コロナウイルス感染症拡大防止対策として、質疑応答を通常90分の
持ち時間で行う一般質問は、45分に短縮して行いました。

質　
問　
通　
告　
事　
項

質　
問　
通　
告　
事　
項

３

３

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
利
用
し
た
物
価

高
対
策
に
つ
い
て
伺
う

市
内
で
最
も
人
口
の
多
い
下
稲
吉
中
地
区
に
公

民
館
施
設
が
な
い
現
状
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う

上
下
水
道
基
本
料
金
３
か
月
分
を
免
除
す

る
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す

施
設
整
備
の
早
期
実
現
に
向
け
て
、
協
議

を
進
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ
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設楽　健夫 議員

　
新
治
児
童
館
は
、
児
童
館
施
設
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
防
災
の
観
点

か
ら
も
地
域
に
と
っ
て
重
要
な
位
置
づ
け
で
あ
り
、
避
難
所
と
し
て
の
役
割

も
担
っ
て
い
ま
す
。
是
非
と
も
様
々
な
世
代
が
男
性
、
女
性
を
問
わ
ず
集
え

る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点
と
な
る
有
効
的
な
施
設
と
し
て
、
利
活
用
を

考
え
て
頂
き
た
い
。
担
当
部
局
と
し
て
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　
市
長
公
室
長　
新
治
児
童
館
に
つ
き
ま
し
て
は
、
他
の
公
共
施
設
と
比

較
し
ま
し
て
も
建
築
年
数
が
比
較
的
新
し
い
施
設
で
あ
る
と
認
識
を
し
て
お

り
ま
す
。
今
後
、
児
童
館
の
廃
止
に
向
け
、
地
域
の
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
を

伺
う
機
会
を
設
け
さ
せ
て
頂
き
、
そ
の
際
に
施
設
の
利
活
用
な
ど
に
つ
い
て

ご
意
見
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
そ
れ
ら
を
庁
内
に
持
ち
帰
り
ま
し
て
検
討
す

る
こ
と
に
な
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
地
域
の
皆
様
に
と
っ
て
も
有
益
な
施
設

の
利
活
用
が
図
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
か
す
み
が
う
ら
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
す
る
と
、
日
本
ジ
オ
パ
ー

ク
の
全
国
大
会
ど
こ
ろ
か
、筑
波
山
地
域
ジ
オ
パ
ー
ク
の
バ
ナ
ー
す
ら
、ト
ッ

プ
ペ
ー
ジ
に
貼
ら
れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
是
非
と
も
改
善

を
し
て
頂
き
た
い
と
思
う
の
で
す
が
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　
教
育
部
長　
本
市
に
お
け
る
筑
波
山
地
域
ジ
オ
パ
ー
ク
の
掲
示
に
つ
き

ま
し
て
は
、
歴
史
博
物
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ジ
オ
パ
ー
ク
の
欄
の
中
に
、

筑
波
山
地
域
ジ
オ
パ
ー
ク
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
飛
ぶ
よ
う
に
リ
ン
ク
が
さ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
議
員
ご
指
摘
の
よ
う
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
バ
ナ
ー
が
貼

ら
れ
て
お
ら
ず
、
案
内
が
不
十
分
で
あ
っ
た
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
今
後

に
お
き
ま
し
て
は
、
生
涯
学
習
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
中
に
専
用
項
目
を
設

け
る
、
ま
た
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
バ
ナ
ー

を
貼
る
、
さ
ら
に
は
、
多
く
の
方
を
呼
び
込
む
観

光
的
な
面
も
あ
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
観
光
協
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
バ
ナ
ー
を
貼
る
な
ど
、

関
係
部
局
と
も
協
議
し
な
が
ら
改
善
を
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

櫻井　繁行 議員
ＱＱ ＡＡ

　
政
治
倫
理
条
例
の
な
い
本
市
と
、
政
治
倫
理
条
例
制
定
下
の
近
隣
市
の

行
政
運
営
の
相
違
点
と
整
合
性
、
そ
し
て
、
本
市
の
政
治
倫
理
条
例
制
定
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
市
長
公
室
長　
請
負
等
の
制
限
に
つ
き
ま
し
て
、土
浦
市
で
は
１
親
等
、 

石
岡
市
で
は
２
親
等
以
内
の
親
族
が
経
営
す
る
企
業
は
、
地
方
自
治
法
第
92

条
第
２
項
の
趣
旨
を
尊
重
し
、
工
事
等
の
契
約
自
体
や
行
為
の
制
限
が
定
義

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
市
長　
政
治
倫
理
条
例
は
制
定
す
る
考
え
で
す
。
条
例
は
、
市
長
等
の

特
別
職
と
議
会
議
員
を
対
象
者
と
し
て
、
議
員
の
皆
様
と
共
に
制
定
に
向
け

て
歩
み
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
責
任
を
明
確
に
す
る
た
め
、
筑
波
ハ
ウ
ス
跡
地
２
・
９
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

有
害
物
質
９
項
目
の
売
手
側
に
土
壌
分
析
報
告
書
を
提
出
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
参
事　
非
公
開
で
市
議
会
へ
の
供
覧
は
可
能
と
前
地
権
者
か
ら
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。
原
本
を
市
へ
提
出
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
再
度
交
渉
い
た

し
ま
す
。

　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
児
童
行
方
不
明
事
件
再
発
防
止
緊
急
対
策
、
事
実
に
基

づ
い
た
再
発
防
止
策
、
児
童
生
徒
の
安
全
・
安
心
を
速
や
か
に
確
保
し
て
い

く
こ
と
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
教
育
長　
今
後
、
同
じ
よ
う
な
事
故
、
事
案
が
二
度
と
発
生
し
な
い
よ

う
に
、
学
校
、
事
業
者
等
含
め
て
、
改
め
て
指
導

を
徹
底
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ＱＱ Ｑ ＡＡＡＡ

一  般  質  問

本
市
に
お
け
る
筑
波
山
地
域
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
事
業
に
つ
い
て

本
市
に
お
け
る
児
童
館
運
営
事
業
に
つ
い
て

政
治
倫
理
と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
つ
い
て　

７・
１
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
指
定
停
留
所
以
外
で
の
降
車
事
案
に

お
け
る
７
・
25
保
護
者
要
望
項
目
と
命
を
守
る
再
発
防
止
対
策

に
つ
い
て　

霞
ヶ
浦
地
区
の
過
疎
対
策
と
基
本
計
画
に
つ
い
て

１

３

２

２１

質　
問　
通　
告　
事　
項

質　
問　
通　
告　
事　
項

地
域
の
防
災
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
拠
点
の
観
点
か

ら
、
新
治
児
童
館
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
伺
う

政
治
倫
理
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
、
市
長

の
見
解
を
伺
う

地
域
の
皆
様
に
と
っ
て
有
益
な
施
設
の
利
活

用
が
図
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
た
い

議
員
の
皆
様
と
と
も
に
、
政
治
倫
理
条
例

を
制
定
す
る
考
え
で
す

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ
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霞
ヶ
浦
の
環
境
対
策
と
併
せ
、
湖
面
を
活
用
し
た
太
陽
光
や
風
力
、
小

水
力
発
電
な
ど
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
取
り
組
み
、
日
本
の
先
進
事
例

と
し
て
世
界
発
信
を
通
じ
た
地
域
発
展
に
結
び
つ
け
る
政
策
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

　
理
事　
霞
ヶ
浦
湖
は
当
市
が
誇
る
地
域
資
源
の
一
つ
で
あ
り
、
地
域
固

有
の
資
源
、
霞
ヶ
浦
を
活
用
し
、
地
域
の
特
性
を
踏
ま
え
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

と
し
て
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
活
用
は
、
市
民
一
人
一
人
が
地
球
温

暖
化
対
策
に
関
心
を
持
つ
こ
と
に
も
つ
な
が
り
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向

け
た
大
き
な
一
歩
と
な
る
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
経
済
活
動
の
活
性
化
に
も

大
き
な
効
果
を
も
た
ら
す
も
の
で
す
。
議
員
ご
指
摘
の
視
点
も
踏
ま
え
て
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
の
霞
ヶ
浦
の
利
活
用
の
可
能
性
を
探
り
、
霞
ヶ
浦
の

環
境
対
策
と
併
せ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
を
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
霞
ヶ
浦
地
区
の
過
疎
対
策
と
し
て
、
雇
用
の
確
保
や
移
住
定
住
を
図

る
意
味
で
、
加
茂
工
業
団
地
へ
の
企
業
誘
致
や
周
辺
整
備
な
ど
の
過
疎
対

策
の
中
心
的
位
置
づ
け
に
つ
い
て
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
理
事　
加
茂
工
業
団
地
は
過
疎
地
域
指
定
区
域
内
の
産
業
集
積
地
域
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
同
団
地

を
活
用
す
る
こ
と
が
周
辺
の
環
境
整
備
に
つ
な
が
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
ま

す
。
現
段
階
に
お
い
て
は
、
加
茂
工
業
団
地
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
把
握
す
る

と
と
も
に
、
今
後
の
活
用
手
法
等
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
道
路
を
含
む
周
辺
環
境
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
工
業

団
地
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
高
め
、
周
辺
地
域
へ
の
経
済
効
果
な
ど
、
過
疎
地

域
対
策
に
も
つ
な
が
る
点
で
大
事
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
費
用
対
効
果
や
周

辺
環
境
な
ど
も
考
慮
し
、
議
員
ご
指
摘
の
視
点
も

踏
ま
え
、
同
工
業
団
地
の
価
値
を
高
め
る
有
効
な

環
境
整
備
を
、
法
令
手
続
等
も
確
認
し
な
が
ら
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

来栖　丈治 議員

金子　遥 議員
　
２
０
２
０
年
、
文
部
科
学
省
が
休
日
の
部
活
動
を
段
階
的
に
地
域
移
行

す
る
こ
と
を
、
２
０
２
３
年
度
以
降
か
ら
行
っ
て
い
く
方
針
を
明
ら
か
に
し

ま
し
た
が
、
指
導
料
や
生
徒
の
送
り
迎
え
な
ど
保
護
者
負
担
の
増
加
の
問
題

や
、
地
域
移
行
の
受
け
皿
が
あ
る
地
域
と
な
い
地
域
が
あ
る
こ
と
、
地
域
移

行
は
本
当
に
進
む
の
か
、
指
導
者
は
確
保
で
き
る
の
か
な
ど
解
決
す
る
べ
き

課
題
は
多
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
先
ず
は
、
部
活
指
導
員
の
確
保
、
委
託
先
に

対
し
て
の
市
の
考
え
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
教
育
長　
教
職
員
働
き
方
改
革
推
進
委
員
会
の
中
で
も
、
退
職
教
職
員

へ
の
協
力
や
、
企
業
へ
外
部
コ
ー
チ
の
協
力
を
依
頼
し
指
導
経
験
を
も
っ
て

も
ら
う
こ
と
で
、
部
活
動
指
導
員
の
令
和
５
年
度
以
降
の
確
保
に
向
け
て
現

在
話
し
合
い
を
進
め
て
い
る
所
で
あ
り
ま
す
。

　
荒
廃
農
地
、
遊
休
農
地
活
用
に
は
若
い
世
代
の
力
も
必
要
か
と
思
い
ま

す
。
担
い
手
の
育
成
や
、
外
部
へ
の
周
知
と
い
っ
た
視
点
で
農
地
の
利
活
用

の
た
め
の
広
報
を
ど
の
よ
う
に
行
う
べ
き
か
伺
い
ま
す
。

　
市
長　
認
定
農
業
者
だ
け
で
は
な
く
、
農
業
に
意
欲
の
あ
る
多
様
な
担

い
手
を
育
成
、
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
市
と
し
て

は
、
若
い
世
代
に
も
農
業
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
児
童
生
徒

に
市
内
の
農
業
や
農
産
物
に
触
れ
る
機
会
と
な
る
子
ど
も
ミ
ラ
イ
学
習
を
継

続
す
る
ほ
か
、
市
内
外
の
方
に
対
し
ま
し
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
誌
を

活
用
し
て
新
規
就
農
事
業
や
遊
休
農
地
対
策
事
業
に
つ
い
て
、
継
続
し
て
Ｐ

Ｒ
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
育
て
上

げ
た
農
産
物
の
販
路
拡
大
の
た
め
に
、
私
自
ら

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ
荒
廃
農
地
活
用
の
た
め
の
施
策
と
そ
れ
ら
を
活
用
し
た
地
域
振

興
に
つ
い
て　

部
活
動
地
域
移
行
の
現
状
と
今
後
の
方
針
に
つ
い
て　

１

市
の
脱
炭
素
化(

温
暖
化
対
策
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
、

霞
ヶ
浦
の
環
境
保
全)

政
策
に
つ
い
て　

過
疎
地
域
を
持
続
的
に
発
展
さ
せ
る
政
策
に
つ
い
て

１２

２

新型コロナウイルス感染症拡大防止対策として、質疑応答を通常90分の
持ち時間で行う一般質問は、45分に短縮して行いました。

質　
問　
通　
告　
事　
項

質　
問　
通　
告　
事　
項

霞
ヶ
浦
の
湖
面
を
活
用
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
、
日
本
の
先
進
事
例
と
し
て
世
界
発
信
を

部
活
動
の
地
域
移
行
の
現
状
と
今
後
の
方

針
に
つ
い
て
伺
う

脱
炭
素
社
会
実
現
に
向
け
た
大
き
な
一
歩
と
な
り

地
域
経
済
活
動
の
活
性
化
に
も
な
る
と
考
え
ま
す

各
学
校
と
教
育
委
員
会
が
連
携
し
、
地
域
移
行

の
た
め
の
人
材
確
保
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ



コ
ロ
ナ
禍
の
生
活
も
ま
も
な
く
３
年
に
な

り
ま
す
。
収
束
へ
は
ま
だ
時
間
が
か
か
り
そ

う
で
す
が
、
規
制
が
緩
和
さ
れ
、
観
光
地
に

も
人
が
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
と
共
生
し
な
が
ら
日
常
を
取
り
戻

す
、
今
は
そ
の
過
渡
期
で
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
人
が
集
ま
る
場
所
で
の
マ
ナ
ー
な
ど
で
、
判
断
に
悩
む
こ

と
も
し
ば
し
ば
で
す
。

人
そ
れ
ぞ
れ
、
コ
ロ
ナ
に
対
す
る
考
え
方
が
異
な
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
人
に
よ
っ
て
行
動
が
変
わ
っ
て
く
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
多
様
性
を
認
め
合
い
な
が
ら
助
け
合
う
こ
と
が
大
切

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員　
吉
村　
慎
治

コ ラ ム
議 会 日 誌議 会 日 誌

豆辞典 とはとは？？
ジ
オ
パ
ー
ク
と
は
、
科
学
的
に
貴
重
な
、
あ
る

い
は
景
観
と
し
て
美
し
い
地
形
・
地
質
な
ど
の「
大

地
の
遺
産
」
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
を
教
育

や
観
光
な
ど
の
推
進
に
活
用
し
、
保
護
し
な
が
ら

地
域
の
持
続
可
能
な
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
お
り
ま
す
。
２
０
２
２
年
１
月
現
在
、

日
本
に
は
46
地
域
の
ジ
オ
パ
ー
ク
が
あ
り
、
そ
の

う
ち
の
９
地
域
が
ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
に

認
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

本
市
を
含
む
筑
波
山
地
域
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
国

内
で
41
番
目
の
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
と
し
て
、
２
０

１
６
年
９
月
に
誕
生
し
ま
し
た
。
石
岡
市
、
笠
間

市
、
桜
川
市
、
つ
く
ば
市
、
土
浦
市
と
共
に
、
推

進
協
議
会
を
組
織
し
て
お
り
、
地
域
の
方
々
の
協

力
を
得
な
が
ら
、
講
座
や
観
光
ツ
ア
ー
を
行
う
な

ど
、
地
域
の
魅
力
を
紹
介
す
る
活
動
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

か
す
み
が
う
ら
市
議
会
で
は
、
地
域
発
展
の
た

め
、
筑
波
山
地
域
ジ
オ
パ
ー
ク
を
応
援
し
て
お
り

ま
す
。
興
味
を
持
た
れ
た
方
は
筑
波
山
地
域
ジ
オ

パ
ー
ク
推
進
協
議
会
事
務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
に
な
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
参
考
　
筑
波
山
地
域
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
事
務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

ジオパークジオパーク
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編集
後記

（７月29日〜10月27日まで）

議
会
を
傍
聴
し
て

市
の
動
き
を
知
り
ま
し
ょ
う
！

議
会
を
傍
聴
し
て

市
の
動
き
を
知
り
ま
し
ょ
う
！

　
令
和
４
年
第
４
回
定
例
会
は
、11
月
22
日（
火
）か
ら
12
月
７
日（
水
）

ま
で
の
16
日
間
で
開
会
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
本
会
議
は
、
ど
な
た
で
も
自
由
に
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
傍
聴
席
を
制
限

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。

●
７
月
●

　

29
日　

筑
波
山
地
域
ジ
オ
パ
ー
ク

　
　
　
　

６
市
議
会
議
員
連
盟
協
議
会
総
会

●
８
月
●

　

２
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

全
員
協
議
会

　

９
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

全
員
協
議
会

　
　
　
　

令
和
４
年
第
１
回
臨
時
会

　

17
日　

総
務
委
員
会

　

23
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

全
員
協
議
会

　
　
　
　

文
教
厚
生
委
員
会

　

30
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

全
員
協
議
会

　

８
月
30
日
～
９
月
21
日

　
　
　
　

令
和
４
年
第
３
回
定
例
会

●
９
月
●

　

５
日　

議
案
審
査
特
別
委
員
会

　
　
　
　

決
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　
　
　

総
務
委
員
会

　
　
　
　

文
教
厚
生
委
員
会

　
　
　
　

産
業
建
設
委
員
会

　

６
日　

議
案
審
査
特
別
委
員
会
会

　

12
日　

決
算
審
査
特
別
委
員
会

　

13
日　

決
算
審
査
特
別
委
員
会

　

14
日　

決
算
審
査
特
別
委
員
会

　

15
日　

決
算
審
査
特
別
委
員
会

　

21
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

全
員
協
議
会

●
10
月
●

　

13
日　

総
務
委
員
会

　

14
日　

議
会
運
営
委
員
会

　

20
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

　

25
日　

産
業
建
設
委
員
会

　

27
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

令和４年第１回臨
時会及び第３回定
例会の議場での傍
聴者数は、45名、
また、インターネッ
トLIVE中継へのア
クセス数は3,664
回でした。

（本定例会では新型
コロナウイルス感染
症拡大防止のため傍
聴席を制限させてい
ただきました。）


